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この問題が上述 (2) または (3) の問題に帰着させられることを明らかにし，測定誤差の影響も含めた精度よい解
法を提案し，数値シミュレーションと実験によりこの方法の有効性を実証している。
(5) 三次元疲労き裂の伝ぱ挙動を透明な PMMA 材を用いて直視下で観察し金属試料で得られた結果を補強し，提
案した推定法の妥当性を検証している o
(6) き裂伝ぱ方向が，負荷された繰返し応力成分のムσ0最大説に支配されていることを，実験と数値シミュレーシ
ョンにより明らかにし，これと本論文で提案した上述 (2) のき裂伝ぱ速度推定法とを組合わせることにより，複
雑な伝ぱ経路をとる疲労き裂伝ぱ挙動がよく推定できることを実証している。
以上のように，本論文は残留応力場に於ける疲労き裂伝ぱ寿命推定法の基本的な枠組を明確にし，それに基づいて普
遍性のある体系的な寿命推定法を確立しており，材料強度学ならびに構造安全工学の発展に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
??つ白??
